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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、一部に伸び悩みはみられるものの、持ち直しの動きを

続けております。震災復旧関連に係る補正予算の成立に伴う公共投資の底堅い推移に加え、各種労働

政策により雇用情勢が改善されてきているなど、景気は緩やかな回復基調を示しております。 

当行グループの主要な営業地域である東海地方の経済におきましては、主要産業である自動車産業

において、国内販売は新型車投入により下支えられていますが、原油安に伴い、北米市場において  

大型車の人気が回復した一方で、小型車等の販売が低迷した結果、輸出は低調に推移しております。 

他方、12 月にはリニア中央新幹線名古屋駅の新設工事が着工され、平成 39 年リニア開業に向けた  

動きがまた一歩前進いたしました。 

金融環境を振り返りますと、昨年暮れの米国大統領選挙でトランプ氏が選出されると、新大統領の  

政策への期待感から、それまでの円高・株安から一転して円安・株高が進行しました。ドル円相場は、

１ドル 110円台後半まで円安が進み、日経平均株価の年末終値は 19,114 円と５年連続で前年終値を

上回りました。 

このような経済環境のなか、当行グループは、中期経営計画「Ｖｅｒｙ ＯＫＢ」（平成 28年４月

～平成 31 年３月）に基づき、地域のさらなる活性化のお役に立てるよう、地域の課題解決型「総合

サービス業」に向けて取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、経常利益 201億４百万円、親会社株主に帰属

する四半期純利益 120億 49百万円となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期末における財政状態につきましては、総資産が５兆 6,559億 50百万円（対前期末比

2,665 億 48 百万円増加）、純資産が 2,852 億 90 百万円（対前期末比 58 億 40 百万円増加）となりま

した。 

主要な勘定残高につきましては、貸出金３兆 8,279億 64百万円（対前期末比 1,611億 62百万円増

加）、有価証券１兆 4,528 億 35 百万円（対前期末比 1,082 億 99 百万円増加）及び預金等４兆 8,364

億 15百万円（対前期末比 2,197 億２百万円増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成 28年 11月 11日に「平成 29年３月期 第２四半期（中間期）決算短信」にて公表しました、

平成 29年３月期通期の業績予想に変更はありません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（「平成 28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」の適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱

い」（実務対応報告第 32号 平成 28年６月 17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28年

４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更し

ております。 

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与え

る影響は軽微であります。 

（２）追加情報

（「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26号 平成 28年３月

28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

現金預け金 192,920 187,406 

コールローン及び買入手形 6,441 5,756 

買入金銭債権 4,190 4,604 

商品有価証券 1,546 1,243 

有価証券 1,344,536 1,452,835 

貸出金 3,666,802 3,827,964 

外国為替 5,489 4,898 

リース債権及びリース投資資産 59,570 60,080 

その他資産 64,282 64,702 

有形固定資産 39,080 37,247 

無形固定資産 7,510 11,162 

退職給付に係る資産 1,341 1,351 

繰延税金資産 2,022 1,792 

支払承諾見返 25,052 24,511 

貸倒引当金 △31,369 △29,591 

投資損失引当金 △15 △15 

資産の部合計 5,389,402 5,655,950 

負債の部    

預金 4,524,549 4,746,562 

譲渡性預金 92,163 89,853 

コールマネー及び売渡手形 19,225 44,917 

債券貸借取引受入担保金 162,126 219,299 

借用金 159,983 149,501 

外国為替 838 374 

社債 35,000 15,000 

その他負債 60,455 52,414 

賞与引当金 1,857 36 

退職給付に係る負債 8,572 8,711 

役員退職慰労引当金 26 18 

睡眠預金払戻損失引当金 153 177 

ポイント引当金 858 958 

繰延税金負債 16,623 15,918 

再評価に係る繰延税金負債 2,467 2,405 

支払承諾 25,052 24,511 

負債の部合計 5,109,952 5,370,660 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

純資産の部    

資本金 36,166 36,166 

資本剰余金 25,426 27,226 

利益剰余金 141,330 150,738 

自己株式 △2,115 △2,101 

株主資本合計 200,808 212,029 

その他有価証券評価差額金 57,693 55,799 

繰延ヘッジ損益 11,822 10,194 

土地再評価差額金 3,224 3,080 

退職給付に係る調整累計額 △6,726 △6,103 

その他の包括利益累計額合計 66,015 62,970 

新株予約権 113 119 

非支配株主持分 12,512 10,170 

純資産の部合計 279,449 285,290 

負債及び純資産の部合計 5,389,402 5,655,950 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

経常収益 91,590 94,625 

資金運用収益 45,200 43,457 

（うち貸出金利息） 32,199 30,030 

（うち有価証券利息配当金） 10,828 10,889 

役務取引等収益 12,490 12,252 

その他業務収益 2,603 9,639 

その他経常収益 31,295 29,276 

経常費用 71,092 74,521 

資金調達費用 4,812 4,669 

（うち預金利息） 2,508 1,942 

役務取引等費用 5,716 6,927 

その他業務費用 203 438 

営業経費 35,354 37,103 

その他経常費用 25,006 25,382 

経常利益 20,497 20,104 

特別利益 0 － 

固定資産処分益 0 － 

特別損失 79 1,366 

固定資産処分損 79 82 

減損損失 0 1,283 

税金等調整前四半期純利益 20,418 18,738 

法人税、住民税及び事業税 5,343 4,994 

法人税等調整額 1,173 950 

法人税等合計 6,517 5,945 

四半期純利益 13,900 12,792 

非支配株主に帰属する四半期純利益 618 743 

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,282 12,049 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 13,900 12,792 

その他の包括利益 △4,623 △2,842 

その他有価証券評価差額金 △7,212 △1,836 

繰延ヘッジ損益 2,276 △1,628 

退職給付に係る調整額 312 622 

四半期包括利益 9,276 9,949 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 8,607 9,148 

非支配株主に係る四半期包括利益 669 801 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（５）企業結合等関係 

共通支配下の取引等 

当行連結子会社による自己株式の取得   

当行の連結子会社である株式会社ＯＫＢ信用保証は、平成 28 年 12 月 26 日付で自己株式を取得

いたしました。 

Ａ．取引の概要 

（ａ）結合当事企業の名称及びその事業の内容 

   結合当事企業の名称  株式会社ＯＫＢ信用保証 

   事業の内容   信用保証業 

（ｂ）企業結合日 

   平成 28年 12月 26日 

（ｃ）企業結合の法的形式 

   連結子会社による自己株式の取得 

（ｄ）結合後企業の名称 

   名称に変更はありません。 

（ｅ）その他取引の概要に関する事項 

   資本構成見直しによる経営のガバナンス強化を目的として、非支配株主が保有する自己株式を

取得したものであります。 

 

Ｂ．実施した会計処理の概要 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）及び「企業結合   

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 平成 25 年９

月 13日）に基づき、共通支配下の取引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。 

 

Ｃ．連結子会社による自己株式の取得に関する事項 

（ａ）取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

   取得対価   現金預け金      1,335百万円 

   取得原価              1,335百万円 

 

Ｄ．非支配株主との取引に係る当行の持分変動に関する事項 

（ａ）資本剰余金の主な変動要因 

   連結子会社において非支配株主から取得した自己株式の取得原価が、取得により減少する  

非支配株主持分の金額を下回ったことによるものであります。 

（ｂ）非支配株主との取引によって増加した資本剰余金の金額 

   1,799 百万円 
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※増減比較については、表上にて算出しております。

（単位　百万円）

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

注１．実質業務純益　＝　業務純益　＋　一般貸倒引当金繰入額

　２．コア業務純益　＝　実質業務純益　－　国債等債券損益

　３．「税金費用」には、「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」の合計額を記載しております。

49,891

38,861

Ｂ

12,500

株 式 等 売 却 損

20,900

73

172

△873

△364

△1,286△1,365

平成28年3月期 平成29年3月期

第３四半期

△1,448

20,200

94

△2,897

４．四半期決算補足説明資料

平成29年3月期

通期予想
比較

Ｂ－Ａ

（１）損益の状況【単体】

第３四半期

Ａ

株 式 等 売 却 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益 △1,650

△503

16,864

△446△19

18,230

△553

株 式 等 償 却

そ の 他 臨 時 損 益

2,740

93

78

20

5,472

経 常 利 益

特 別 損 益 △79

③ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

株 式 等 関 係 損 益

経 費

人 件 費

臨 時 損 益

業 務 純 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

物 件 費

税 金

(与信関係費用(①＋②－③－④)) 427

19,933

② 不 良 債 権 処 理 額

-

0④ 償 却 債 権 取 立 益

5,372

1,453

18,514

-

△1,026

1,448

業 務 粗 利 益
(除く国債等債券損益(５勘定尻))

資 金 利 益

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

1,618

1,254

6,773
△464

13,136

19,357

1,881

12,720

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 出 金 償 却

3,497

47,899
45,767

40,499

4,973 △1,476

51,559 3,660
4,124

△1,638

2,427
2,132

16,609

576

34,950

9,200
1,668

416

263

33,696

14,202

3,365 △1,745

12,070

15,228

14,941

2,407

2,871

4

16,609

-

△1,452

△3

1,620

1

1

1,026

1,381

20 20

0

△2,732

2,475

0

5,3095,812

四 半 期 純 利 益 12,702 11,554 △1,148

実 質 業 務 純 益 （注）1

コ ア 業 務 純 益 （注）2

税 金 費 用 （注）3

△320

18,594

経常利益は、その他業務利益が増加したものの、株式等関係損益の減少等により前年同期比３億円減少して182
億円となりました。また、四半期純利益は、前年同期比11億円減少して115億円となりました。
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◆リスク管理債権

【単体】 （単位　億円、％）

（参考）部分直接償却は実施しておりませんが、実施した場合は下記のとおりであります。 （単位　億円、％）

【連結】 （単位　億円、％）

貸 出 金 残 高 38,279 862

貸 出 金 残 高 比 率 2.17 2.31△ 0.10 △ 0.14 2.27

△2

平成28年12月末

60

575

合 計

1,598

833

871

1.91 △ 0.20

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

594△19

貸 出 金 残 高

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

破 綻 先 債 権 額

594

31

△19

1 03

222

37,417 36,681

848

200

853

2.11

6

28年9月末比

29 54

2.01△ 0.10

平成28年9月末
27年12月末比

平成27年12月末

貸 出 金 残 高 比 率

延 滞 債 権 額

735

△4196

△2

27年12月末比

合 計

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

平成28年12月末

△4

1

11

196

△20 △15

△26

1

1,570

9

36,794

9

222

779

546

0

△17

△44

37,493

△21

2

200△26

2

3

△20

△ 0.10

△4

延 滞 債 権 額 526

832

756

543

1

平成28年9月末

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

合 計

貸 出 金 残 高 比 率

貸 出 金 残 高 38,461

2.16

△19

（２）貸出金等の状況

54

平成27年12月末

31

592593

破 綻 先 債 権 額 6

28年9月末比
平成28年12月末

38,364

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

196

60

延 滞 債 権 額

破 綻 先 債 権 額

574

2.29

平成27年12月末

1,599

△ 0.13 2.26

36,86237,588

27年12月末比

0

222

△19 847

3

200

△15 851

△26

△2 1

△18

29

1

平成28年9月末

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

873

28年9月末比
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◆金融再生法開示債権

【単体】 （単位　億円、％）

注１．記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。

　２．自己査定結果に基づいた債務者区分により算出しております。

【連結】 (単位 百万円、％) (参考)(単位 百万円、％) 

【単体】 (単位 百万円、％) (参考)(単位 百万円、％) 

2,738,647

平成28年9月末

109,545

10.63

288,705

平成27年12月末

平成27年12月末

平成28年9月末

9.67

265,057

自 己 資 本 比 率

506

平成27年12月末

158 125

△22

204

858

平成28年9月末

173

△25 223

（３）自己資本比率（国内基準）

総 与 信 に 占 め る 割 合

平成28年12月末
28年9月末比 27年12月末比

△6

3

リ ス ク ・ ア セ ッ ト

総 所 要 自 己 資 本 額

198

△15 33

要 管 理 債 権

危 険 債 権

自 己 資 本 比 率

484

合 計

リ ス ク ・ ア セ ッ ト

総 所 要 自 己 資 本 額

平成28年12月末

839

2.16 △ 0.10

自 己 資 本 の 額

9.61

266,714

2,773,102

2.29

△15△19 854

△ 0.13 2.26

自 己 資 本 の 額

2,714,373

9.13

106,640

243,417

2,700,245 2,639,849 2,666,002

108,009 105,593

110,924 108,574

平成28年12月末

245,485 266,063

9.09 10.07

481

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

「自己資本の構成に関する開示事項」につきましては、当行ホームページ（http://www.okb.co.jp）に掲載してお

ります。
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【連結】 （単位　億円）

【単体】 （単位　億円）

 評価損益

◆預金・貸出金の残高 （単位　億円）

注．預金等には譲渡性預金を含んでおります。

◆個人預り資産の状況 （単位　億円）

以　上

 評価損益

2

評価益評価損

2

平成27年12月末

5

795

906

評価損

2 02

923

257

14△22

260

781 820

478 499

71

0 0 0 0

39

627

821852 71 782

0 0

831

評価益

 評価損益

39

61

 評価損益

909 925834 16

16

 評価損益

平成28年9月末 平成27年12月末

0

28年9月末比

780

そ の 他

平成28年12月末

780

1,592

債 券

株 式

そ の 他

39

投 資 信 託 1,505

平成28年12月末

満 期 保 有 目 的

そ の 他 有 価 証 券

13,675 195 749

合 計

36,862

（４）有価証券の評価損益

33,775

39

株 式

債 券

3,606

1,667

平成28年9月末 平成27年12月末

13,480

37,588

12,926

1,599873

622

220 △12 17 232 203

△206

5,990

24 △162

27年12月末比28年9月末比

463

1,481

3,813263

6,099

外 貨 預 金

う ち 消 費 者 ロ ー ン

公 共 債 416 △47

う ち 個 人 預 金

3

合 計 6,012 22

生 命 保 険 3,869 56

△87

34,775

平成28年9月末

預 金 等 48,579

623

178 196 17

46,987

33,804971

（５）預金・貸出金等の状況【単体】

平成28年12月末

46,432

平成27年12月末
27年12月末比

1,000

評価損

2,147

0

平成28年9月末

911

910894

192192

16

11

評価益 評価益 評価損評価損

46

貸 出 金 38,461

864

2 2

792そ の 他 有 価 証 券

平成28年12月末

評価益

 評価損益

71

636 639

評価損

792 71

0

178

866

△22

794

196

28

満 期 保 有 目 的

合 計

50 46

260 0257

19

192317

評価益

509 700

11

488 69421

14 30

192

852

213

28 50

03

19 3061

00

5682 687

16894
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